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   A case of leiomyosarcoma of the urinary bladder in a 33-year-old female is reported. She 

was admitted with the complaint of gross hematuria. Cystoscopic examination showed a 

thumb-tip sized mass, located at the dome. CT showed a wide-based tumor at the dome 

(CT number was 60.2 H.U.). Segmental resection of bladder was performed, followed by 

radiation and chemotherapy (VCR, ACT-D, CPM and ADM). She is alive without evidence 

of disease 13 months after surgery. 

   A case report and review of the literature are presented.

Key words: Leiomyosarcoma, Urinary bladder

は じ め に

膀胱平滑筋肉腫は比較的まれな疾患であり,本 邦に

おいては1938年 の和気の報告以来60例 の報告をみるに

すぎない.最 近われわれは33歳 の女性に発生した膀胱

平滑筋肉腫の1例 を経験したので,若 干の文献的考察

を加えて報告する,

症 例

患者=33歳,女 性

初診:1984年3月26日

主 訴:肉 眼的血尿 ・排尿終末時痛

家族歴 ・既往歴:特 記すべきことなし

現病歴:1984年3月10日 頃 よ り排尿終 末時痛を認
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め,更 に3月25日 よ り肉眼 的 血 尿 に 気 付 い た た め,3

月26日 当科 を 受 診 し,翌 日入 院 と な った,

入 院 時 所 見 ・

現 症 身 長152cm,体 重39.5kg.眼 瞼結 膜 貧血

な し.眼 球 結 膜黄 疸 な し.頸 部,腋 窩 お よび 鼠 径 部 リ

ンパ節 は 触 知 せ ず.胸 部,腹 部に 理 学 的 異 常所 見 を認

めず.

検 査 成 績:

尿 所 見;蛋 白(十),糖(一),潜 血(惜),沈 渣 赤

血 球(冊),白 血 球2～3/hpf,尿 培 養 陰 性.

血 液 所 見;赤 血 球 数411×104/mm3,白 血 球 数5,200/

mm3,Hb12.29/dl,Ht37.9%0,血 小 板 数27.3×104/

mm3,血 清 蛋 白6.79/dl,T.BilO.3mg/d工,GOTll

KU,GPT6KU,Al-P3.2KAunit,LDH206W-

u,zTT5.5unit,BuN12.4mg/dl,ク レアチ ニ ン

0.84mg/dl,Na141mEq/1,K4.4mEo/1,Cl105

mEq/1,Ca8.6mg/dl,P4.5mg/dl,FBs85ng/dl,

CEA(Z-Gel)≦0.5ng/ml,出 血時 間2分30秒,凝

固時 間11分

尿 細 胞 診;(4回 施 行)classI～II

PSP15分 値44%,120分 値97%.

膀 胱 鏡 検 査所 見;膀 胱 頂 部 の や や右 よ りに 表 面 を凝

血 塊 に おお わ れ た栂 指 頭 大 の広基 性 腫瘤 が み られ た.

X線 学的検査;DIPで は,上 部尿路に異常はみら

れなかったが,膀 胱部に30×24mmの 辺縁明瞭な類

円形の陰影欠損が認められた(Fig,1).膀 胱 部CT

で,頂 部のやや右 よりに,膀 胱内へ突出する広基性の

内部の比較的均一な腫瘤を認めた,腫 瘤部の膀胱壁の

肥厚がみ られ,腫 瘤のCT値 は60.2Hounsfield

Unitで あ った(Fig.2).

婦人科的には,異 常所見は認められず,胸 部X線 写

真でも転移は認められなかった.以 上より膀胱腫瘍の

診断のもとに,1984年4月2日 膀胱壁切除術を施行し

た.

手術所見:全 麻下で,下 腹部正中切開にて膀胱へ到

達した.膀 胱と周囲組織 との癒着および膀胱漿膜面へ

の腫瘍の浸潤は認められなかった.腫 瘍周囲の膀胱壁

を約15mm含 めて膀胱壁切除をおこなった.

摘 出標本=腫 瘍は,3.0×2.3×1.8cm,黄 赤色,広

基性で弾性軟,表 面は浮腫状を呈していた(Fig.3).

組織学的所見 ・腫瘍は膀胱の固有筋層 より発生し膀

胱腔内へ発育していた(Fig.4).浮 腫状の間質のな

かに異型度の高い紡錐形細胞が認められ,膀 胱平滑筋

肉腫と診断された(Fig.5).な お,断 端部には腫瘍

細胞を認めなかった.

術後,膀 胱部へのリニアック照射とVAC+ADM
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療 法 を開 始 した が,白 血 球 減 少,知 覚 異 常,そ しゃ く

運 動 障 害 のた め,リ ニア ッ クは1,050rad,化 学 療 法

は1ク ー ル で中 止 した(Fig.6).退 院 後 はcyclopho-

sphamidc100mg/日 で経 過 観 察 して い るが,術 後13

ヵ月 の現 在,再 発 ・転移 を認 め ず 外 来通 院 中 で あ る,

考 察

原 発 性 膀 胱 肉腫 は 比較 的 まれ な 疾 患 で あ り,全 膀 胱

悪 性 腫 瘍 中 の 発 生 頻 度 は,諸 家 の報 告 に よ る とi_,),

0.21～2.6%と 低 い、 膀 胱 肉腫 中 の 平 滑筋 肉腫 の頻 度

と し て は,Powersら に よれ ば6)324例 中43例(13

0),上 門 らに よれ ば5)本 邦203例 中59例(29%)と,

横 紋 筋 肉腫 と並 び 高 い,今 回わ れ わ れ は,上 門 ら の集

計した59例 中重複例を除いた55例 に,そ の後に報告さ

れた自験例1例 を含む6例 を加えた61例 について検討

した(Tablel),

年齢分布をみると,膀 胱平滑筋肉腫は30歳 代から60

歳代に多くみ られ(Table2),膀 胱横紋筋肉腫が小

児に多い7)の と対照的である.性 別では,欧 米におい

ては男女比が2:1と 男性に多 くみられるとの報告が

ある8,9)が,本 邦症例の集計では,男 女ほぼ同数で性

差はみられなかった(Tablc2).

発 生部位では,頂 部 ・側壁 ・後壁といった伸展性の

高いところに多くみられ,三 角部 ・底部 ・頸部に発生

した症例は少なかった(Table3).

症状 としては,肉 眼的血尿及び膀胱刺激症状が圧倒
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Table1,本 邦原発性膀胱平滑筋肉腫報告例(上 門ら5)の報告以後)

N。,報 告 者 年齢 性 症状 発生部位 大 きさ 治療 経過 誌名

1水 野 ・ほか57♀ 血 尿

2土 井 ・ほか70♂ 排尿困難

頻尿

排尿痛

3岡 根谷 ・ほか78

4萩 原 ・ほか28

5三 原 ・ほ か46

6自 験例

頂部

右側壁

膀胱 タンポナーデ

♂ 排尿痛 前壁

血尿

♂ 血尿

下腹部痛

♂ 頻尿

排尿障害

排便障害

33♀ 血尿

排尿痛

右側壁

三角部

頂部

15.OX13.5

XS.Oan

s.5xa.o

X4.Ocm

栂指頭大

7.5×6.O

X4.Oan

11.OX10.O

X9.Oan

3.OX2.3

×1.8an

膀胱全摘除術

尿管皮膚痩造設術

再発後化学療法

膀胱壁切除術

放射線療法

放射線療法後

膀胱壁切除術

放射線療法

膀胱全摘除術

O腸導管造設術

放射線療法十

化学療法後

膀胱全摘除術

尿管皮膚痕造設術

膀胱壁切除術

放射線療法

化学療法

術後2ヵ 月で再発 日泌尿会誌

術後8ヵ 月半死亡75:537,1984

術 後5ヵ 月健在 日泌 尿会誌

75:1492,1984

術後7ヵ 月健在

術後6ヵ 月

肺転移のため死亡

不明

術後13ヵ 月健在

日泌 尿会 誌

75:1509,1984

臨泌38:

149-151,1984

日泌尿会 誌

75:1686,1984

日泌尿会 誌

75:1693,1984

Table2.年 齢 分布 及 び性 別

年 齢 男 女 計

o-9歳

10-19歳

20-29歳

30-39歳

40-49親

50-59歳

60-69歳

70-79歳

80一 歳

1

2

1

6

6

8

3

2

t

2

1

2

6

4

5

6

3

0

3

3

3

12

10

13

9

5

1

計 30 29 59

(不 明2例 を除く)

Table3.発 生 部位

部 位 例数

頂 部

側 壁

後 壁

三角部

前 壁

不 明

16

16

12

6

3

8

計 61

的に多く,本 疾患に特徴的なものはみられなか った,

診断については,一 般の膀胱腫瘍と同様に膀胱鏡検

査 ・膀胱造影 ・CTscan・ 超音波検査などが行われて

いる.確 定診断としては生検(coldpunch・TUR)

が も っと も有 効 で,粘 膜 下 の十 分 な 深 さの 生検 が 必 要

と考 え られ る.膀 胱 鏡 検 査 で の 腫瘍 の形 態 は様 々 で,

広基 性 ・有 茎性 の いず れ もみ られ る が,Tripathiらto)

は,"amushroomshapcdtumorwithcentral

sloughingandcalcificencrustation"が 肉腫 を 示

唆 す る と述 べ て い る.CTscanで は,膀 胱 癌 での

CT値 が30～80H.U.を 示 す と され て い るll)が,本

症 例 で のCT値 は60.2H.U.と あ き らか な差 異 を 認

め な か った.

進 行 様 式 と して は,局 所 浸潤 ・再 発 が 多 く認 め られ

るが,遠 隔 転 移 も肺5,12-IS)・ 骨5)・ リ ンパ 節19)な どに

み られ る.

治療 法 と し ては,手 術 療 法 が も っ と も根 治的 治療 で

あ り,5cm以 下 の もの では 膀 胱 壁 切除 術,そ れ 以 上

の もの で は膀 胱 全 摘 除 術 が 適応 で あ る とWilsonら2。)

は指 摘 して い る.本 疾患 は頂 部 ・側 壁 ・後 壁に 好発 す

る こ とも あ り,腫 瘍 が 小 さい場 合 に は 腫 瘍 周 囲 の 正常

粘膜 を十 分に 含め た膀 胱 壁 切 除 術 が 可 能 と 考 え ら れ

る.た だ し,十 分 な 膀 胱 壁 切除 術 が 困 難 な場 合 に は,

本疾 患 の予 後 が 不 良 であ る こ とを考 慮 に 入 れ,早 期に

膀胱 全摘 除 術 を行 うこ とが 望 ま しい と考 え られ る.な

お,根 治的 膀 胱 前 立 腺 摘 除 後5ヵ 月 で尿 道 に再 発 した

症例21)も 報 告 され てお り,尿 道 摘 除 も考 慮 す べ き と思

わ れ る.

術 後 の 化学 療 法 併 用 例 も多 く認 め られ,化 学 療 法 剤

と して は,VCR・ACT-D・CPMの 併用 が も っ と も

多 くみ られ る.小 児横 紋 筋 肉腫 に 対 しては,VAC22)・
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T2プ ロ トコール23)・PVBz+)あ るいはCYVADIC22)

とい った併用療法が有効であるとの報告があるが,平

滑筋肉腫に対 しては確立された化学療法はなく,横 紋

筋肉腫に対して有効とされる化学療法を流用している

のが現状と思われる.

本邦症例における腫瘍の大きさと治療法による予後

の違いを検討したが(Fig.7),観 察期間の短い症例が

多いためかあきらかな違いは認められなかった.一 般

に予後不良といわれるものの,欧 米では長期間再発な

く健在という症例が少なからず報告 されており25-27),

本邦 でも術後8年5ヵ 月健在という大北2A)の報告もみ

られ,積 極的な治療 と長期にわたる観察が必要と考え

られる,

お わ り に

33歳 の女性で膀胱壁切除術を施行した膀胱T筋 肉

腫の1例 を報告し,若 干の文献的考察を行った,本 症

例は術後13ヵ 月を経過 した現在,再 発もみられず健在

である.

本論文の要旨は,第146回 日本泌尿器科学会東海地方会で

発表 した.
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